
鹿児島市 【社会実験】
かごしまコミュニティサイクル（ｅｃｏちゃり）

○自転車の利用促進による①温室効果ガス排出量の削減、②市民や観光客の回遊性を高
めることによる、中心市街地活性化や観光の魅力アップを目的として実施

○２３年度の社会実験とは異なる条件（実施期間・運営時間の延長 利用料・サイクル

かごしまコミュニティサイクル（ｅｃｏちゃり）

【利用実績】

○２３年度の社会実験とは異なる条件（実施期間・運営時間の延長、利用料・サイクル
ポートの変更）で実施し、新たな利用ニーズや導入効果を確認するとともに、鹿児島
市にふさわしいシステムのあり方について検討

【実験の実施概要】

実施期間
９/１（土）～１１/３０（金）

計９１日間

運営時間
７：３０～１９：００

（最終貸出時間１８：３０）

登録者数 ２，３２８名

延べ利用回数 ５，５２４回

数施設

規模

自転車台数 ７０台

ポート数 ６箇所

料金体系 《登録料金》

１日利用：200円

1日平均利用回数 ６０．７回/日

回転率 ０．８７回/台・日

平均利用時間 ３１．１分

中心市街地の交通結節点や観光拠点を中心にサイクルポートを配置

定期利用：1,000円/月

《利用料金》

1時間まで無料

以降1時間ごとに300円

○観光利用・市民利用（通勤通学・買い物・業務）と幅広
い目的で利用された。

○運営時間を23年度と比べ朝夕の時間を延長したことで、
定期利用者の「通勤 通学 目的の利用が 23年度は

【実験の評価】

初期
登録

登録方法 申込書に記入し、会員証発行

登録場所 サイクルポート（６ヶ所）

管理 管理方法 管理員常駐

貸出 返却 台帳管理

サイクルポート（駅前広場） サイクルポート（道路用地）

定期利用者の「通勤・通学」目的の利用が、23年度は
約14％だったが、24年度は約48％と大幅に増加した。

○行動範囲の拡大や立寄り施設の増加といった街の活
性化へ寄与したことに加え、新たな交通手段として高
い評価が得られた。

貸出・返却の
管理

台帳管理

個人認証媒体 会員証（紙カード）

料金収受 現金

機器 自転車車両 サイク 自転車（ イ

図 本格導入された場合の利用意向

機器 自転車車両 リサイクル自転車（24～27イン
チ、小径車）

ラック 平置き

サイクルポート（道路用地） 利用の様子

実施主体：鹿児島市環境局環境部環境政策課（TEL：099-216-1296）
運営主体：株式会社KCR※利用者アンケート調査より



福岡市

シ サイドバイクシーサイドバイク

○野球等の急な利用ニーズの増減に対応するため、無人貸出機と有人貸出機
移動設営）のハイブリッド方式を採用

実施 期間 2012年8月19日 2013年3月

移動設営）のハイブリッド方式を採用
○観光客等のニーズに対応するためＷＥＢ等での事前登録不要とした

【実験概要】

○想定したタ ゲ ト 観光 通勤等

【実験の目的】

実施

期間

期間 2012年8月19日～2013年3月
末 計225日間

運営時間 8：00~20：00

施設

規模

自転車台数 100台

○想定したターゲット：観光/通勤等
○実施の目的や背景等：ヤフードーム周辺の
渋滞緩和と環境保全。周辺観光地の活性化や
ビジネスマンの移動の利便性向上及び
低炭素化の推進。規模 ポート数 5箇所

料金体系 ・従量課金（最初の1時間200
円、以後一時間毎100円）

・定期課金（一カ月2000円使
い放題）

【利用実績】2012/8/19~2012/12/31
登録者数 登録不要

低炭素化の推進。

い放題）

初期
登録

登録方法 不要

登録場所 不要

管理 管理方法 有人管理/遠隔管理

延べ利用回数 812回

1日平均利用回数 6.01回/日

回転率 0.06回/台・日

平均利用時間 2時間36分/回

《ラック》 《自転車》

貸出・返却の
管理

自転車：IC
個人：クレジットカードナンバー

集中管理 自動通信

個人認証媒体 クレジットカード（磁気）

平均利用時間 2時間36分/回

○催事の利用については期待通り伸びが
れた

【実験の評価】

料金収受 クレジットカード

機器 自転車車両 ・27インチ車両

・丸石サイクル

・6段変速

《法人向け会員証》見られた。
○利用者総数は拠点の不足や認知の不足に
より伸び悩んだ。
○利用時間や平均単価については観光目的も
あり他の実験に比べても長時間・高単価 担当 ：福岡市環境局 環境エネルギー政策部 温暖化対策課【加来】

連絡先 092 11 4282

《ヤフードーム入り口サイネージ》

ラック 電磁ロック

その他 精算機・デジタルサイネージ・
POS

あり他の実験に比 ても長時間 高単価
となっている。（回転率が低い）
○ホテルの利用が最多となりニーズの高さを
反映した。

連絡先：092-711-4282
運営事業者リアライズ・モバイル・コミュニケーションズ株式会社
株式会社アーキエムズ
日本コンピューター・ダイナミクス株式会社
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
は
？

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
イ
メ
ー
ジ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
一
定
の
地
域
内
に
複
数
配
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
自
由
に
貸
出

返
却
が
で
き
る
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
借
り
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
る
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
返
却
が
可
能
で
、
観
光
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
勤
へ
の
利
便
性
が
広
が
り
ま
す
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
：
自
転
車
の
貸
出
・
返
却
を
行
う
無
人
の
駐
輪
施
設
。

パ
ソ
コ
ン
・
モ
バ
イ
ル
で
会
員

登
録
を
行
い
ま
す
。

1
モ
バ
イ
ル
端
末
で
貸
出
予
約
を
行
い

パ
ス
コ
ー
ド
を
受
信
し
ま
す
。

2
受
信
し
た
パ
ス
コ
ー
ド
を
自
転
車
の

操
作
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
入
力
し
ま
す
。

3
鍵
を
開
錠
し
、
自
転
車
を
ラ
ッ
ク

か
ら
取
り
出
し
利
用
開
始
。

4

目
的
地
近
辺
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

移
動
。
道
中
で
の
一
時
駐
輪
も
可
能
で
す
。

5
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
い
た
ら
施
錠
し

終
了
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
利
用
終
了
。

6
徒
歩
で
ゆ
っ
く
り
観
光
・
散
策
。

7

自
転
車
の
貸
出
、
返
却
拠
点
と
な
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
に
は
、い
ろ
ん
な
公
共
施
設
や
駅
の

周
辺
な
ど
10
ヶ
所
程
度
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

周
辺
な
ど
10
ヶ
所
程
度
設
置
を
予
定
し
て

観
光
・
買
物
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
み
で
は
な
く
、通
勤
な
ど
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。



金沢市
（公共レンタサイクル「まちのり」）

500m

（公共レンタサイクル「まちのり」）

○民間事業者 (㈱日本海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ)が運営、市は機器類の無償貸与と運営負担金の支出

○クレジ トカ ドを使用し 初めてでもポ トにてわずか 分で利用可能 金沢駅 鼓門

ひがし茶屋街

【実施概要】 【目的等】

○クレジットカードを使用し、初めてでもポートにてわずか１分で利用可能

○ホテル等の有人窓口、まちのりサポーターなど、市民や民間企業との協働で実施

金沢駅・鼓門

実施
期間

期間 平成24年３月24日(土)開始

運営時間 貸出 7：30～22：30
返却 24時間可

施設 自転車台数 155台

【実施概要】 【目的等】

（目的）・来街者の２次交通の充実

・市民の足としての都市内交通の充実

（背景）・平成22年度に社会実験を実施
長町武家屋敷

施設
規模

自転車台数 155台

ポート数 19箇所＋事務局

料金体系 １日基本料金 200円
１月基本料金 1,000円
１年基本料金 9,000円
追加料金 30分超ごとに200円

【利用実績（H24.3.24～H24.12.31）】

・平成26年度に北陸新幹線が開業予定

購入者数 １７，５２３人・件
うち １日 ： １６ ７２０人 にし茶屋街

金沢城公園

追加料金 30分超ごとに200円

初期
登録

登録方法 ポート(ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ)、窓口(申込書記入)

登録場所 ポート(無人)、窓口

管理 管理方法 無人・遠隔管理

貸出・返却の 貸出：ICカード等

うち １日 ： １６，７２０人
１月 ： ６１９人
１年 ： ６３人
法人： １２１件

延べ利用回数 ７２，６５３回
うち １日利用者：５３，３５５回

１月利用者：１１，７９２回

街

鈴木大拙館金沢21世紀美術館

貸出 返却の
管理

貸出 カ ド等
返却：ラックに返却

集中管理 自動データ送信等

個人認証媒体 ICカード又はパスワード

料金収受 無人：クレジットカード
有人 現金

月利用者 ， 回
１年利用者： ４，１２４回
法人会員 ： ２，３８２回

1日平均利用回数 ２５７．６回/日

回転率 １．６６回/台・日

平均利用時間 １６分/回
有人：現金

機器 自転車車両 ・小径車、新車
・20インチ、内装３段変速
・自動ライト点灯、前カゴ

ラック 個別電磁ロック式

○来街者への周知
○採算性の向上
○公共交通機関との連携

【今後の課題】
ポート（広坂：金沢21世紀美術館) ポート周辺店舗との連携 まちのりグッズの製作・販売

その他 路上端末機
（利用手続き、利用履歴確認、
精算書発行、ポート満空等）

○公共交通機関との連携

担当 ：金沢市歩ける環境推進課 小村、山田、中山
連絡先：０７６－２２０－２３７１
運営事業者：㈱日本海コンサルタント 片岸、井上、菊本

広告媒体としての利用 まちのりサポーターの委嘱



札幌市 サイクルシェアリングサービス

札幌みんなのサイクル ポロクル（Porocle）
MAP

・ 民間で運営するサイクルシェアリングサービス。

・ 市民と一緒に考えながら創り上げる、持続可能なコミュニティサイクルを展開。

・ “安全・安心・元気”をテーマに 人とまちとモビリティの良好な環境の創出を目指す

札幌みんなのサイクル ポロクル（Porocle）

安全 安心 元気 をテ マに、人とまちとモビリティの良好な環境の創出を目指す。

実施

期間

期間 ４/１（日）~１１/１５（金） 計２２９日間

運営時間 ７：３０～２１：００

施

【実施概要】
○ターゲット：札幌市民（通勤・私事）、札幌企業（主に業務）、観光客。
○実施目的：民間が担う新たな公共的な交通サービスとして事業展開。

”安全・安心・元気”をテーマに、人とまちとモビリティの良好な環境を

【目 的】

施設

規模

自転車台数 ３００台

ポート数 ４５箇所

料金体系 ・登録料：525円、カード代：1050円（送料：420円）

・利用料金：
○会員数および利用回数は順調に伸びており、札幌の新しい足として

活用されてきている。
○商店街や警察 自治体 省庁などと連携した活動などは報道の注目を

創出するまちづくりの一端を担う。また、市民と一緒になって考え・活動
しながら、まちが抱える諸問題を解決していく。

【評 価】

■登録者と利用回数の推移

初期
登録

登録方法 ＰＣおよびモバイルＷｅｂ登録（ポート
でのおサイフケータイ登録可）、登録
所登録※会員情報およびクレジット
カード入力

登録場所 Ｗｅｂ／ポート／登録所等

管理 管理方法 管理サ バ による遠隔集中管理
6,5726,362

6,595200,000 7,000

自転車貸出の様子車道に面して設置したポート

○商店街や警察、自治体・省庁などと連携した活動などは報道の注目を
集め、さっぽろ環境賞などの評価を得た。

○環境NGOとの協働運営を通じて、次世代を担う若者と共感しながら
”ポロクル”の諸問題解決に取り組むことができた。

管理 管理方法 管理サーバーによる遠隔集中管理
※データ自動送信

貸出・返却の
管理

セルフサービス（ＩＣカード認証）／
サーバーによる自転車管理

個人認証
媒体

専用ＩＣカード/おサイフケータイ/
ＳＡＰＩＣＡ（交通カード）

20 433

65,461

86,930

130,640

109,202

43,428

24 974
29,981

40,211

45,781

136,903

6,362

5,989

1,059
1,281

1,758
2,082

2,851
3,080 3,146

4,022

4,481

5,283
5,687

50,000

100,000

150,000
累
積
利
用
回
数

（
回

）

1000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

累
計
登
録
者
数

（
人

）
運営の様子 スタッフによる交通安全宣言

料金収受 クレジットカード/請求書（法人）

機器 自転車車両 ・オリジナルシティサイクル（南雲勝志
氏デザイン、武田産業（株）製作）
・２６インチ、３段変速、自動点灯ライト

ラック 平置き／電磁ロック

その他 無線通信／ ラ パネ

2,059 5,944
11,772

20,433 24,974

9,532
301

432

0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 年月

-

1,000

2011年 2012年

路上駐輪をしないようになった ４８ ％

マイ自転車の利用が減少 ３６ ％

イ自転車の保有をやめた ３ ％

■ﾎﾟﾛｸﾙﾕｰｻﾞｰによる自転車利用の意識・行動の変化 ■ﾎﾟﾛｸﾙﾕｰｻﾞｰによる公共交通・自動車利用の変化

ﾟ ﾞ

公共交通の利用が増加 ２７ ％

自動車の利用が減少 ２３ ％

その他 無線通信／ソーラーパネル

【利用実績】

登録者数
一般６，００５件、
法人５９０件（２１０社）、観光４１５件

延べ利用回数 １３６，９０３回

ユーザー交流会の開催 さっぽろ環境賞 札幌市長賞受賞

一般自転車ユーザー １１ ％

「ポロクル」ユーザー ４０ ％

マイ自転車の保有をやめた ３ ％

■歩道を走行しない人の割合

※一般自転車ﾕｰｻﾞｰ・ﾎﾟﾛｸﾙﾕｰｻﾞｰに対するｱﾝｹｰﾄ調査結果(2011)

■まちのにぎわいづくり

都心へ行く機会が増えた（一般会員） ３６ ％

※ﾎﾟﾛｸﾙﾕｰｻﾞｰに対するｱﾝｹｰﾄ調査結果(2011)

※ﾎﾟﾛｸﾙﾕｰｻﾞｰに対するｱﾝｹｰﾄ調査結果(2011)

■媒体別掲載回数 (2012)

15
17

6
5

11

1

0

5

10

15

20

掲
載
数

（
回

）

１日平均利用回数 ５９８回/日（最大１，１２０回/日）

回転率 ２．６回/台・日（最大４．６回/台）

平均利用時間 １６分/回
連絡先：011-801-1523 担当：澤 充隆
運営事業者： アスリートとの連携によるマナー啓発雑誌・新聞等への掲載

都心へ行く機会が増えた（ 般会員） ３６ ％

都心の周遊に役立った（観光利用） ９４ ％

※ﾎﾟﾛｸﾙﾕｰｻﾞｰに対するｱﾝｹｰﾄ調査結果(2011)

0
テレビ 新聞 ラジオ 雑誌 ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ 会報

媒　体　名



柏市 【実証実験】

かしわスマ トサイクルかしわスマ トサイクル
（簡易ポート）

（簡易ポート）

☆自動車からの転換による温室効果ガスの低減を目的に，自転車利用促進事業の１つと
して「かしわスマートサイクル」を導入するため，実証実験を実施

かしわスマートサイクルかしわスマートサイクル

（簡易ポー

（オートロックポート）

（オートロックポート）

（オートロックポート）

（簡易ポート）

して「かしわスマ トサイクル」を導入するため，実証実験を実施
☆お得な深夜料金制度！！ 夜9時～翌朝9時:上限200円

☆完全無人化によるポート運営！！

☆お助けボーナスポイント制度！！ １ポイント＝１円

【実験概要】 【実験の目的】
（簡易ポー
ト）

（簡易ポ
ト）

独自の独自の
取組み取組み

（簡易ポート）

[深夜利用の一例]

実施

期間

期間 Ｈ22/4/28(水)～ 継続中

運営時間 5：00～24：00 ※返却は25：00まで

施設

規模

自転車台数 ５０台

ポート数 ９箇所

想定したターゲット 通学，通勤，来訪者

実施の目的

①利便性の向上

②利用者動向の把握

③既存レンタサイクルとのすみ
分け

④長期実験によるシステムの有

↑柏市北部の自転車走行環境が良い地域を中心に駅，主要施設等に自転車ポートを配置

（簡易ポー
ト）

（簡易ポー
ト）

２

規模 ポート数 ９箇所

料金体系
（※登録料：無料）

①月定額プラン：基本料金900円/月
（最初の60分無料，60分超過ごとに100円）

②1回利用プラン：100円/60分

※夜９時～翌朝９時：上限200円

登録方法
携帯・Ｗｅｂ登録，または窓口にて申

【利用実績】2４年１２月３１日現在

登録者数 854名

④長期実験によるシステムの有
効性・安定性及び管理上の問題点
の確認
⑤事業化に向けた収支の検討

↑オートロックポート全体写真 ↑ICカードリーダーと専用ICカード ↑オートロックポートのラック

初期
登録

登録方法
携帯 Ｗｅｂ登録，または窓口にて申
込書に記入し，専用ＩＣカードを発行

登録場所
ＵＤＣＫ，都市振興公社，柏市役所

他２箇所

管理方法
ポートは無人管理，管理者は利
用状況を専用サーバーで確認

延べ利用回数 13,828回

1日平均利用回数 14.1回/日

回転率 0.3５回/台・日

平均利用時間 2３分/回

○利用形態は 柏の葉キャンパス駅と東京大学との利用が約9割を

【実験の評価】

↑オ トロックポ ト全体写真 ↑ICカ ドリ ダ と専用ICカ ド ↑オ トロックポ トのラック

柏たなか駅

東京大学

柏の葉公園

柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ駅

北柏駅

柏市役所

管理

貸出・返却
の管理

専用ICカードの認証

（個人認証も兼務）

集中管理 サーバー管理

料金収受
①クレジットカード

②登録場所にて現金前払い

○利用形態は，柏の葉キャンパス駅と東京大学との利用が約9割を
占め，柏の葉地域での回転率は0.59回/台・日

○利用時間は，利用者の95%が60分未満

○実験期間中，レンタサイクルの利用は低下していないため，利
用形態の違いからレンタサイクルとの共存は可能

○突発的な無線ＬＡＮの接続不良，自転車返却時のラック不感知
等の機器不良が発生

↑簡易ポート全体写真 ↑ICカードリーダー ↑各ポート間のトリップパターン

柏駅

返 却

貸 出
UDCK

東京大学

環境棟

柏の葉

公園

柏たなか
駅

北柏駅
ららぽー

と

東京大学

図書館

柏駅西口

第6駐輪場

柏市役所

分庁舎
計

UDCK（オートロック） 788 4,525 80 17 24 22 910 20 14 6,400 

東京大学環境棟裏

（オートロック）
4,377 493 11 6 3 101 10 57 0 5,058 料 収受

②登録場所にて現金前払い

機器
自転車車両

①ミヤタ製 26インチ 外装6段
②ブリヂストン製 20インチ

内装3段
③無印製 2６インチ 内装3段

ラック
①オートロック式

等の機器不良が発生

○さらなる利用率の向上と事業規模の拡大が必要

○利便性向上としてポートを新設する（十余二工業団地に平成24
年度内設置予定）

○交通系ＩＣカード，携帯電話決済の導入

○法人等多頻度利用の会員の取り込み

【今後の課題・展開】

（オ ト ック）

柏の葉公園

(オートロック)
83 16 85 0 3 39 2 5 0 233 

柏たなか駅（簡易ポー
ト）

16 2 0 21 2 0 3 0 0 44 

北柏駅（木製ポート） 2 3 0 3 23 0 0 1 1 33 

ららぽーと（簡易ポー
ト）

12 92 54 0 0 79 183 0 0 420 

東京大学図書館横
810 27 2 0 2 148 64 32 0 1 085ラック

②簡易式(利用者によるワイヤーロック)

運営主体：柏市都市振興公社(TEL:04-7164-4141)

柏市土木部道路交通課(TEL:04-7167-1219)

↑各ポート間の利用回数（２２年４月２８日～２４年１２月３１日）

○法人等多頻度利用の会員の取り込み

○自転車偏在対策

○システム，ポート機器の信頼性の向上

（オートロック）
810 27 2 0 2 148 64 32 0 1,085 

柏駅西口第6駐輪場

（簡易ポート）
11 9 0 0 1 24 6 22 225 298 

柏市役所分庁舎

（簡易ポート）
19 2 0 0 2 1 0 176 57 257 

総計 6,118 5,169 232 47 60 414 1,178 313 297 13,828 



横浜市

ベイバイクベイバイク
○実施主体を市、運営主体をNTTドコモとする協働による実施
○本格実施を目指した３年間の社会実験

【利用実績】（H24.12.31現在）

○役割分担 市：ポート土地の確保、広報、効果検証
ドコモ：施設整備、運営

【実施概要】

実施

期間

期間 H２３．４．２５～H２６．３．３１

運営時間 ７：００～２１：３０

施設

規模

自転車台数 ３００台（稼働約２４０台）

ポート数 ２９箇所

登録者数 10,345名
延べ利用回数 107,713回

1日平均利用回数 約300回/日
数

料金体系 登録料：無料

利用料金（基本料＋利用料）

（H24.9～12）
回転率 １.25回/台・日

（H24.9～12）

【目的】

基本料 利用料 予約

月額会員
プ ム

1 575円／月
ご利用の30分前
から予約

初期 登録方法 携帯電話、パソコンによる登録

サイクルポート・自転車 専用ICカード○想定したターゲット：観光/買物/業務/通勤等
○横浜都心部での回遊性の向上、観光振興を
目指すとともに、低炭素化に向けた取組として
実施。
○採算性を確保し 本格実施を目指す

【目 】

サイクルポート（内側）

プレミアム
1,575円／月

最初の60分 ０円
超過30分毎 105円

から予約可

月額会員 1,050円／月 －

１日会員 525円／日 －

１回利用 105円／回 －

350 

400 

10,000 

11,000 登録者数(人）

利用状況の推移（登録者数、利用回数）

利用回数（回／日）

初期
登録

登録方法 携帯電話、 ソ ンによる登録

登録場所 有人カウンター、ポート（携帯
電話利用）、WEBページ

管理 管理方法 遠隔管理

貸出・返却の
管理

ポートにおサイフケータイまた
は専用 Cカ ドをかざす

○採算性を確保し、本格実施を目指す。

○利用回数は、平日・休日とも同程度。
○利用者へのアンケート調査結果から 平日

【評価】

200

250 

300 

6,000 

7,000 

8,000 

9,000 

１日あたり利用回数

登録者数

管理 は専用ICカードをかざす

集中管理 ポートから自動でデータ送信

個人認証媒体 おサイフケータイまたは

専用ICカード

料金収受 クレジットカード

○利用者へのアンケ ト調査結果から、平日
は通勤・業務目的、休日は観光・買物目的で
利用されている。
○社会実験の中で、コミュニティサイクルの
位置づけや採算性について検証を行う。

100 

150 

200 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

料金収受 クレジットカ ド

機器 自転車車両 新車（ブリヂストン ベガス）

小径車20インチ、内装３段式変速

ラック 電磁ロック

担当 ：横浜市都市整備局都市交通課 石原、濟田、桟敷
連絡先：０４５－６７１－３５１２
運営事業者：株式会社NTTドコモ
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岡山市コミュニティサイクル事業
○「自転車先進都市おかやま実行戦略」（H２４．８策定）における５つの施策分野○「自転車先進都市おかやま実行戦略」（H２４．８策定）における５つの施策分野
のうち、「使う」における実施施策として、コミュニティサイクル事業を推進。
○本格導入に向け、民間事業者のノウハウを活用した利便性の高いコミュニティ
サイクルとするため、「岡山市コミュニティサイクル事業実施条例」を制定。

実施

期間

期間 H23.9.15（木）~H24.3.15（木）

運営時間 24時間（一部ｽﾃｰｼｮﾝを除く）

施設 自転車台数 100台

【社会実験概要】【社会実験概要】 【導入の意義】【導入の意義】

公共交通利用への転換を促進するツール
賑わいのある都心部を創出するツール

街を彩り、本市のイメージアップに資す 【【本格導入におけるポート配置本格導入におけるポート配置】】
市内17箇所に配置

規模 ステーション数 7箇所

料金体系

（11月1日以降）

・1回（60分）100円（30分経過毎
100円課金）

・1ヶ月1,000円（1回60分以内）

・1日利用：300円（11月1日新設）

【課題と本格導入における対応】【課題と本格導入における対応】

自転車の
仕様

・車体の高さや、車体への様々なシス ○幅広い属性（性別、年代、体型）に

社会実験の評価 システムのあり方 公募条件等公募条件等

インチ数２０～２４

るツール
市内17箇所に配置
特別名勝「岡山後楽園」
民地活用
国道・県道・市道

初期
登録

登録方法 携帯・PCから登録

現金利用（11/１～）は申込書記入

登録場所 個人の携帯

管理 管理方法 無人（有人対応時間あり）

貸出 返却の管理 スタ フ用管理HP

仕様 テム付帯（液晶パネル、ロックボック

ス等）に伴う重量増等により、高齢者、

女性等の利用に不向きな問題点が確認

された。

よる利用を想定し、誰もが乗りやすい

自転車とする。

○都市景観の構成要素としてデザイン

性の高い車体とするとともに、デザイ

ンの統一化を図る。

ポートの ・貸出返却時の携帯操作と液晶パネル ○個人認証媒体（ICカード等）を活用

対応身長が幅広く、自由度の高い軽快車
操作性、安全性、耐久性の優れたもの
BAAマーク・TSマーク
デザイン性が高く統一されたもの.

ICカード等の個人認証媒体によるワン
貸出・返却の管理 スタッフ用管理HP
集中管理 コールセンターから一括

個人認証媒体 専用のマイページ

料金収受 クレジットカード（1日券のみ現金）

機器 自転車車両 ドイツ製自転車

ポートの
管理方法

貸出返却時の携帯操作と液晶 ネル

操作に対して、手続きの簡略化を求め

る意向が確認された。

○個人認証媒体（ICカ ド等）を活用

した、複雑な操作を必要としない手軽

な貸出・返却管理システムについて検

討する。

会員登録
方法

・初期登録手続きが携帯サイトやPCサ
イトからの登録に限定されたことによ

○Web登録に加え、郵送による登録や現

地（ポート）での登録など、簡便で利

タッチの自転車の施錠管理を基本。
携帯操作等の複雑な操作を必要としない
簡便なもの。
一時駐輪可能なもの。

各ポートでの登録及び窓口等対面での登
録は必須

機器 自転車車両 ドイツ製自転車

その他 ロックボックス付自転車

【利用実績】【利用実績】

登録者数 ３６１名（携帯利用のみ）

方法 イトからの登録に限定されたことによ

り、手続きの簡略化を求める意向が確

認された。

地（ポ ト）での登録など、簡便で利

便性の高い多様な登録方法の確保を検

討する。

料金設定 ・定期利用者の大半は30分以内の利用

が行われた。

・１日パスにおいては、平均して約

○H23年度社会実験の料金体系を基本に

検討する。

その他ホームページ等様々な方法での登
録
簡便で利便性の高いもの。

社会実験結果及びアンケート結果を参照。
回転率・利用率向上を促す設定。
定期利用、一次利用等の複数の料金設定

延べ利用回数 ３，９３８回（携帯利用；2,026回）

1日平均利用回数 ２３．６回/日（携帯利用；9.6回/日）

回転率 ０．２１５回/台・日

180分程度の利用が確認された。

料金収受
方法

・クレジットカードを常時所有してい

ない市民や来街者などから現金決済を

求める意見が確認された。

・実験途中からの現金払い対応を拡充

したことで、利用増につながった。

○できるだけ抵抗感の抑えられるクレ

ジットカード登録方式を検討する他、

口座決済など他の決済方法も検討する。

○ニーズの高い現金対応についても対

応の可能性を検討する

盗難や不正利用の防止、確実な決済を担保。
クレジットカード等による料金決済の他、

厳禁決済、口座振替等、様々な決済方法。
法人単位での支払い

平均利用時間 １０２分/回（携帯利用；２７分/回）

担当 ：岡山市都市整備局街路交通課 矢野・玉木
連絡先：086-803-1374

したことで、利用増につながった。 応の可能性を検討する。

運営時間 ・朝は７～８時台をピークとし、夕方

は17～18時台にピークが確認された。

・早朝や夜間においても一定の利用

ニーズが確認された。

○通勤・通学、帰宅時の利用を考慮し

つつ、早朝や夜間の運営についてはサ

ポート体制を考慮して検討する。

7時～23時を基本。返却は24時間。
（ポート箇所によっては協議により変更）


